
学年学年学年学年

4年

セルフセルフセルフセルフ
チェックチェックチェックチェック

45% ①

40% ②

15% ③
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○ ◎

メディア情報工学科
工学

生物資源
工学

A-1 A-2

定期試験定期試験定期試験定期試験 小テスト小テスト小テスト小テスト

評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合

基礎的理解基礎的理解基礎的理解基礎的理解 ①②③ 100

科目名科目名科目名科目名 確率・統計
英文表記英文表記英文表記英文表記 Probability and Statistics 平成２８年３月

科目コード科目コード科目コード科目コード 4007

機械システム工学科・情報通信システム工学科 必 履修 1単位 講義 後期

教員名：       陳　春航教員名：       陳　春航教員名：       陳　春航教員名：       陳　春航
作成

技術職員名：技術職員名：技術職員名：技術職員名：

対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース 必・選必・選必・選必・選 履修・学修履修・学修履修・学修履修・学修 単位数単位数単位数単位数 授業形態授業形態授業形態授業形態 授業期間授業期間授業期間授業期間

科目目標科目目標科目目標科目目標
【MCC目標】【MCC目標】【MCC目標】【MCC目標】

確率の基礎概念， 諸性質およびその応用を習得する。さらに，データの整理および統計手法とその見
方，考え方を習得する。
【Ⅰ】 確率統計の専門知識を活かし，有効にデータ情報処理を行う。

総合評価総合評価総合評価総合評価
学期末試験の得点を１００点満点にして評価する.

本科・専攻科教本科・専攻科教本科・専攻科教本科・専攻科教
育目標育目標育目標育目標

JABEEJABEEJABEEJABEEプログラム名称プログラム名称プログラム名称プログラム名称

JABEEJABEEJABEEJABEEプログラム教育目標プログラム教育目標プログラム教育目標プログラム教育目標

母集団、標本、統
計学の考え方、統
計量を理解する

母集団、標本、統
計学の考え方を
理解する

確率変数と確率
分布を理解し、基
本的な確率分布
の期待値と分散を
求めることができ
ること

統計学の初歩を
理解する（メA-1,
生A-2）

期末試験で評価
する。

母集団、標本、統
計学の考え方、統
計量、大数の法
則、中心極限定
理を理解する

セルフチェックセルフチェックセルフチェックセルフチェックレポートレポートレポートレポート
その他（演習課題・発その他（演習課題・発その他（演習課題・発その他（演習課題・発

表・実技・成果物等）表・実技・成果物等）表・実技・成果物等）表・実技・成果物等）

100

100100100100評価項目評価項目評価項目評価項目 100

目標との関連目標との関連目標との関連目標との関連 総合評価総合評価総合評価総合評価

授業概要、授業概要、授業概要、授業概要、
方針、履修方針、履修方針、履修方針、履修
上の注意上の注意上の注意上の注意

確率の基礎概念, 諸性質およびその応用について具体例も参考にして学ぶ. さらに, データの整理および
統計的見方, 考え方を具体例も参考にして学ぶ. 予習復習をしっかりやること. 下記の授業計画に書いて
あるように講義の順序が教科書で前後する事があるので注意すること. 欠席しないこと.

教科書・教科書・教科書・教科書・
教材教材教材教材

教科書：　新　確率統計（大日本図書）

0応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合）

社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL） 0

主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲 0

科目目科目目科目目科目目
標達成標達成標達成標達成

度と度と度と度と
JABEEJABEEJABEEJABEE
目標と目標と目標と目標と
の対応の対応の対応の対応

目目目目
標標標標
割割割割
合合合合

科目達成度目標（対応科目達成度目標（対応科目達成度目標（対応科目達成度目標（対応
するJABEE教育目標）するJABEE教育目標）するJABEE教育目標）するJABEE教育目標）

達成度目標の評達成度目標の評達成度目標の評達成度目標の評
価方法価方法価方法価方法

ルーブリックルーブリックルーブリックルーブリック

理想的な到達レベル理想的な到達レベル理想的な到達レベル理想的な到達レベル
（優）（優）（優）（優）

標準的な到達レベル標準的な到達レベル標準的な到達レベル標準的な到達レベル
（良）（良）（良）（良）

最低限必要な到達レ最低限必要な到達レ最低限必要な到達レ最低限必要な到達レ
ベルベルベルベル
（可）（可）（可）（可）

確率の基礎概念
および諸性質を
理解する
（メA-1, 生A-2）

期末試験で評価
する

偶然現象、事象、
標本空間、確率
の定義、意味と性
質、事象の独立
性を理解し、複数
の事象の演算と
因果関係を理解
すること。さらに、
標本空間の構造
および根元事象
を分析し、一般的
な事象の確率を
求めることができ

偶然現象、事象、
標本空間、確率
の定義、意味と性
質、事象の独立
性を理解するこ
と。

偶然現象、事象、
標本空間、確率
の定義、意味と性
質を理解するこ
と。

確率変数と確率
分布を理解し、応
用できる（メA-1,
生A-2）

期末試験で評価
する。

確率変数と確率
分布を理解し、期
待値と分散を求
め、確率分布の応
用を理解する

確率変数と確率
分布を理解し、期
待値と分散を求め
ることができる



週週週週 時間時間時間時間
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①
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③

学習時間は、実時間ではなく単位時間で記入する。（４５分＝１、９０分＝２）

いろいろな確率その２ 全確率の公式、ベーイズ定理とその応用

確率変数の期待値と分散 確率変数の期待値と分散を導入し、その意味と求め方を説明する。

個数の処理 場合の数、順列および組合せ（数学 I の復習）
確率の定義と性質その１ 確率の定義と基本性質

授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目 授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容
自学自習自学自習自学自習自学自習
（予習・復（予習・復（予習・復（予習・復
習）内容習）内容習）内容習）内容

条件付確率と乗法定理

離散型確率変数と確率分布その２ 離散型確率統計モデルとその応用

偶然現象と事象 確率統計の目的を紹介する

授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画

連続型確率変数と確率分布その１ 連続型確率変数の期待値と分散、離散型確率統計モデルとその応用

確率の定義と性質その２ 確率の定義と基本性質
いろいろな確率その１

いろいろな確率その３ 事象の独立と反復試行

離散型確率変数と確率分布その１ 離散型確率変数の期待値と分散、離散型確率統計モデルとその応用

母集団、標本、統計量と標本分布 これらの概念を説明する

確率変数と確率分布 確率変数と確率分布を導入し、目的を紹介する

連続型確率変数と確率分布その２ 連続型確率統計モデルとその応用

大数の法則と中心極限定理 これら重要な結果とその応用を説明する
期末試験

後期中間試験（行事予定で週変更可）

自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証） 標準的所用時間（試行）標準的所用時間（試行）標準的所用時間（試行）標準的所用時間（試行）

各２時間×３０回

各５時間×２回

備考欄備考欄備考欄備考欄

（共通記述）
・　この科目はJABEE対応科目である。　その他必要事項は各コースで決める。
（各科目個別記述）
・　この科目の主たる関連科目は電子回路I・II（3年）、集積回路I（4年）、集積回路Ⅱ（5年）
その他必要事項は各コースで決める。

学習時間合計学習時間合計学習時間合計学習時間合計 実時間実時間実時間実時間 45454545

期末試験


